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事　業　予　定
詳しくはホームページ（http://www.toyama-keikyo.jp/）
「講座・セミナー案内」をご覧ください。2018年4月16日～6月15日

おしらせおしらせ

23月 日（水）5 第73回  定  時  総  会
16:00～16:30　定時総会　（富山国際会議場 ２階）
16:50～18:00　講演会   
　　　　　演 題 「キリンビールの働き方改革｣（仮） 
　　　     　　　  講    師 ：  キリンホールディングス株式会社 
　　　　　　　　　　　　　　　　   取締役常務執行役員　三好　敏也 氏

18:10～19:30　懇親会      （ＡＮＡクラウンプラザホテル富山 ３階「鳳」）

一般社団法人 富山県経営者協会

（富山国際会議場 ３階メインホール）

富山国際会議場・
ANAクラウンプラザホテル富山

4月23日（月）

4月23日（月）

5月23日（水）

5月29日（火）

5月29日（火）

4月16日（月）

4月24日（火） ・ 25日（水）

5月11日（金）～12日（土）

5月15日（火） ・ 16日（水）

5月29日（火）

6月  6日（水）

6月12日（火）～13日（水）

6月13日（水）

15:00～16:00

16:30～17:30

16:30～16:35

15:00～16:20

16:30～17:00

9:30～16:30

9:30～16:30

 9:00～17:00

 9:30～16:30

9:30～16:30

 9:30～16:30

 9:00～16:30

 13:30～16:00

人事・労務政策

環　　境

環　　境

人事・労務政策

教　　育

教　　育

教　　育

教　　育

教　　育

品質管理

人事・労務政策

人事・労務政策委員会「幹事会」

理事会

理事会

環境委員会「県との情報交換」

環境委員会「定例委員会」

人事・労務管理セミナー＜第１回＞

営業力基礎セミナー

管理職マネジメント研修

職場リーダー基本コース

仕事の基本「報連相」セミナー

好印象を与えるコミュニケーション力向上セミナー

ものづくりと現場改善実践セミナー

労働法実務講座＜第１回＞

富山経協・研修室Ｂ

富山経協・研修室Ａ

富山国際会議場

富山商工会議所ビル

富山経協・研修室Ａ

富山経協・研修室Ａ

富山商工会議所ビル

富山県農業総合研修所

富山商工会議所ビル

富山商工会議所ビル

富山商工会議所ビル

インテック大山研修センター

富山商工会議所ビル

5月23日（水） 16:00～19:30 定時総会・講演会・懇親会 上記「おしらせ」参照

4月19日（木） ・ 26日（木）
5月10日（木）  9:00～17:00 品質管理入門講座<基礎編> 品質管理 富山商工会議所ビル

5月24日（木）
6月  7日（木） 9:00～17:00 実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 品質管理 富山経協・研修室Ａ

5月16日（水） ・ 17日（木） 13:30～15:00 人事・労務政策委員会「定例委員会」 人事・労務政策 高岡高等支援学校
富山高等支援学校
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◆ 参加者数推移 ◆ ◆ 地域別会員数 ◆ 

5,964

東部地区

　伝統的な組織の劣化が止まるところを知らないようです。
　国家官僚の頂点に位置する財務省で、法律違反と思われる公文書（決裁文書）の書き換えが
明らかとなりました。日本において、時の内閣が代わろうとも官僚組織は独自の任免制度を持
ち、公僕としての矜持を保つものと思われています。裁量権ぎりぎりのラインまでの誘導はす
るが、法律に違反する行為はしないとの認識が覆された、極めて大きな事件ではないでしょう
か。先に、厚生労働省が裁量労働制に関する調査データ捏造疑惑を引き起こしており、高級官
僚の劣化は目を覆うばかりです。
　一方、経済界は大丈夫かといえば、そんなことはありません。この半年に限定しても、複数
の大手製造業における品質データ不正事件。また、新幹線の基幹装置、台車に亀裂が走るとい
う重大インシデントが起きました。
　製造元によれば、現場が作業指示書を無視した製造ミスとのことですが、指示書の意味を正
しく伝える努力を怠っていた、経営の責任ではないでしょうか。恐らく、以前から作られてい
た製品なのでしょう。初期には、設計、製造が一体となって、問題解決していたものと思われ
ます。そして、その経験が指示書として標準化される。しかしながら、時が経ち、担当者の入
れ替わりが発生すると、指示書の内容の意味が失われ、勝手な解釈が罷り通るようになる。あ
ながち、外れた推測とも思えません。
　日本は高度に発達した先進国であり、成熟社会ですが、そのことが、何もしなくても社会イ
ンフラが維持される、企業のファンダメンタルズは維持されるとの大きな錯覚を生んでいると
思います。品質保証など、地道な現場作業が軽視される一因でしょう。
　改めて申し上げるまでもなく、企業の根幹は人であり、その人がもつ知識、技術、経験です。
富山県経営者協会は、引き続き「企業と人」にフォーカスをあて、会員企業の皆さまとともに、
地域の発展に寄与したいと考えております。一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

会　長　　金 岡  克 己
　一般社団法人 富山県経営者協会

年度初めのご挨拶

西部地区西部地区 富山地区富山地区
151社
30.3％

55社
11.4％

協 会 の 現 況

基　本　理　念

富山経協は、創造的で活力のある企業経営の実現をめざし、
地域社会の発展に貢献します。

2018年度事業方針

　世界の政治・経済情勢は、北朝鮮問題など地政学リスクがくすぶるなか、主要経済指標は堅
調な成長を示しており、世界的な景気回復が貿易、経済活動、企業業績に波及している状況で
あるものの、世界経済の不確実性を注視するような一面もある。
　一方、国内においては急速に進行している人口減少への対応、大都市への人口集中、高齢化
が現実のものとなり、社会全体に関わる重要な課題が山積している状況である。
　このような時にこそ、富山県経営者協会が長年「企業と人」にフォーカスしてきた事業活動
が、ますます重要になっており、富山で事業を営む経営者で構成する民間経済団体として、あ
るべき姿を自覚し、新たな行動をすることにより、存在価値を高めていく。そのために多様化
する会員ニーズに対応した経営課題の研究と広報、労働生産性の向上、会員企業で働くすべて
の社員の能力向上を目的とする研修・セミナー等、事業活動を進め会員サービスの向上につな
げていく。

１．企業経営に必要な情報の収集と提供をタイムリーに実施する
　　（１）経営課題に関する調査研究と情報発信を行う
　　（２）会員に必要な情報収集と発信を行う
　　（３）人事労務、環境経営、人材育成に関する相談活動の充実を図る

２．「企業と人」にフォーカスした委員会活動を推進する
　　（１）委員会の役割・目的を明確にし、タイムリーな研究・情報発信を行う
　　（２）あらゆる業種・階層に応じた人材育成の研修・セミナーを企画・実施する
　　（３）『少子化時代における現場力向上と人づくり』をテーマに研究・情報発信を行う

３．事業活動とサービスの幅を広げ、会員相互の交流機会を支援する
　　（１）総会、幹事会、地区懇談会を開催する
　　（２）会員企業の見学会とビジネス交流の機会を提供・支援する
　　（３）多様な交流機会を提供する

４．会員ニーズに沿った事業活動とサービスの提供
　　（１）会員訪問活動を強化し、要望やニーズを踏まえた事業活動を実施する
　　（２）研修・セミナーは実施後評価を踏まえて、スクラップ＆ビルド
　　（３）「働き方改革」等、先進的事例のセミナーを開催する

５．民間経済団体として機能発揮と地域社会の発展に貢献する
　　（１）会員状況把握、政策提言・要望活動を実施する
　　（２）行政との密な連携と相互事業を実施する
　　（３）経団連・他団体との密な情報連携を図る

2018年度事業方針

57社
11.4％
57社
11.4％

291社
58.3％
291社
58.3％
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2018年度  年 間 事 業　　　　  活 動 計 画 表

調　査

広　報

事　業

会　議
理　  事　  会

　　　　　  （23日）
理　  事　  会
　　　　　（23日）

富山経協4月号

初 任 給 調 査新入社員意識調査

幹　  事　  会

幹　  事　  会

新入社員合同研修
　　　　　  （4日）

職場リーダー基本
コース ＜2日間＞
   （15日・16日）

チーム力向上セミナー
＜2日間＞

       （19日・20日）

  品質管理入門講座【基礎編】＜４日間＞
 (4月12日～5月10日）

営業力基礎セミナー

定  時  総  会
　　　　　（23日）

幹　  事　  会
　　　　　   （8日）

理　  事　  会
　　　　　   （8日）

講　  演　  会
　　　　   （23日）

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

研  究  部  会 研  究  部  会

定 例 委 員 会

勉     強     会
（セミナー）

定 例 委 員 会

県との情報交換 県外企業見学研修会

改善活動報告

人事・労務管理セミナー
第１回　　  （16日）

人事・労務管理セミナー
第２回　　　    （1日）

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座＜14日間＞（5月24日～11月29日）
   

富山経協6月号
講演録「不易流行」

夏季賞与調査

委員企業見学会

仕事の基本「報連相」
セミナー　  （29日）

  ＩＥ手法による生産現場
  の改善セミナー（22日）

会長・副会長会議
　　　　　   （6日）
北陸三県・長野県経営者　　
協会役員懇談会（13日・14日）

定 例 委 員 会

監督者基礎コース

部課長実践講座

富山経協8月号

環境保全活動

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会定 例 委 員 会

情 報 交 換 会
（セミナー）

なぜなぜ分析活用
セミナー　（7日）

ものづくりと現場改善
実践セミナー
　   

理  　事  　会
　　　　　   （14日）

労働法関連法制
研究部会

労働法関連法制
研究部会

定 例 委 員 会

   管理職マネジメント研修
　　  ＜12日間＞
   （９月10日～2019年５月）
　　  

経理基礎・管理会計
基礎講座　  （24日）

富山経協ゴルフコンペ

新入社員意識調査
（フォローアップ編）

労働法実務講座  
第２回　 （27日）

労働法実務講座  
第１回    （13日）
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西部地区会員懇談会
　　　　　   （6日）

ヒューマンエラー
 対策講座【実践編】
  ＜2日間＞（20日・21日）
　　　　　　　　

定 例 委 員 会 定 例 委 員 会

富山地区会員懇談会
　　　　　   （14日）
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＜1泊２日＞

   （ A 10日・11日）
   （ B 12日・13日）

＜２泊３日＞（19日～21日）

ＩＳＯ14001内部監査員
養成講座＜2日間＞
　　   （4日・5日）

　　　　　　　　　ＩＳＯ9001内部監査員
養成講座＜2日間＞
　　 （12日・13日）

　　　　　　　　　

経営課題調査

メンタルヘルス部会

＜2日間・2回＞

＜2日間＞

好印象を与える
コミュニケーション力
向上セミナー
                 女性社員活躍

セミナー （22日）

新入社員フォロー
アップ研修（26日）

  （6日）

教育制度見学会
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調　査

広　報

事　業

会　議

若手社員ステップ
アップコース（5日）

2018年度調査報告書

連合富山との懇談会
　　　　　　（8日）

改善レベルアップ
セミナー【応用編】
　　　　     （6日）

幹　  事　  会

幹　  事　  会

幹　  事　  会

教育制度見学会

定 例 委 員 会

情 報 交 換 会
（グループディスカッション）

労働法関連法制
研究部会

富山経協10月号

経営課題調査

県外企業見学研修会

職場リーダー実践コース
＜2日間＞（2日・3日）

労務管理実務講座＜5日間＞
（１0月10日～11月12日）

会長・副会長会議
　　　　　 （9日）

冬季賞与調査
新春アンケート

会員交流ボウリング大会

管理職基礎コース
＜2日間＞（6日・7日）

会議の生産性を向上する
ビジネス・ファシリテーター
養成講座    （25日）

労働法実務講座  
第３回  　 （28日）

労働法実務講座  
第4回  　 （13日）

富山経協12月号

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

経済団体新春互礼会
　　　　　  （４日）

ＣＳ顧客満足基礎
セミナー （22日）

東部地区会員懇談会
　　　　　   （9日）

富山経協新春号

ヒューマンエラー
未然防止セミナー
   　　　　　（5日）

定 例 委 員 会定 例 委 員 会

環境保全活動

メンタルヘルス部会メンタルヘルス部会

ものづくり女性社員
のための改善力向上

　　　　　　　　　セミナー　　（27日）

５Ｓと目で見る管理
　　　　　　　　　実践セミナー（14日）

改善力養成セミナー
【基礎編】 （12日）

富山経協2月号

新卒者採用調査
春季賃金改定状況調査

定 例 委 員 会

労働法関連法制
研究部会

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

県内企業見学会

委員企業見学会

職場リーダー実践コース
 ＜2日間＞(19日・20日）

品質管理入門講座【実践編】＜４日間＞
（１月17日～２月14日）

購買管理実践
セミナー（21日）

　　　　
春季労使交渉セミナー

（24日・25日）

（講座・セミナー検討会） （講座・セミナー検討会）
研  究  部  会

（講座・セミナー検討会）
研  究  部  会

（講座・セミナー検討会）

県内企業見学会

働き方改革を推進する
業務仕組み化セミナー

　 （28日）

若手社員実践コース
　 （23日）
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４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

2018年度  年 間 事 業　　　　  活 動 計 画 表

調　査

広　報

事　業

会　議
理　  事　  会

　　　　　  （23日）
理　  事　  会
　　　　　（23日）

富山経協4月号

初 任 給 調 査新入社員意識調査

幹　  事　  会

幹　  事　  会

新入社員合同研修
　　　　　  （4日）

職場リーダー基本
コース ＜2日間＞
   （15日・16日）

チーム力向上セミナー
＜2日間＞

       （19日・20日）

  品質管理入門講座【基礎編】＜４日間＞
 (4月12日～5月10日）

営業力基礎セミナー

定  時  総  会
　　　　　（23日）

幹　  事　  会
　　　　　   （8日）

理　  事　  会
　　　　　   （8日）

講　  演　  会
　　　　   （23日）

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会

研  究  部  会 研  究  部  会

定 例 委 員 会

勉     強     会
（セミナー）

定 例 委 員 会

県との情報交換 県外企業見学研修会

改善活動報告

人事・労務管理セミナー
第１回　　  （16日）

人事・労務管理セミナー
第２回　　　    （1日）

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座＜14日間＞（5月24日～11月29日）
   

富山経協6月号
講演録「不易流行」

夏季賞与調査

委員企業見学会

仕事の基本「報連相」
セミナー　  （29日）

  ＩＥ手法による生産現場
  の改善セミナー（22日）

会長・副会長会議
　　　　　   （6日）
北陸三県・長野県経営者　　
協会役員懇談会（13日・14日）

定 例 委 員 会

監督者基礎コース

部課長実践講座

富山経協8月号

環境保全活動

定 例 委 員 会

定 例 委 員 会定 例 委 員 会

情 報 交 換 会
（セミナー）

なぜなぜ分析活用
セミナー　（7日）

ものづくりと現場改善
実践セミナー
　   

理  　事  　会
　　　　　   （14日）

労働法関連法制
研究部会

労働法関連法制
研究部会

定 例 委 員 会

   管理職マネジメント研修
　　  ＜12日間＞
   （９月10日～2019年５月）
　　  

経理基礎・管理会計
基礎講座　  （24日）

富山経協ゴルフコンペ

新入社員意識調査
（フォローアップ編）

労働法実務講座  
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労働法実務講座  
第１回    （13日）
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会長・副会長会議
　　　　　 （9日）

冬季賞与調査
新春アンケート

会員交流ボウリング大会

管理職基礎コース
＜2日間＞（6日・7日）

会議の生産性を向上する
ビジネス・ファシリテーター
養成講座    （25日）

労働法実務講座  
第３回  　 （28日）
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第4回  　 （13日）
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購買管理実践
セミナー（21日）
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総務交流委員会

　　　　委員長　武内　繁和
　　　　　

　総務交流委員会では、多様化する会員ニーズに対応した共
通の経営課題に関する情報交換を行い、人脈構築の場につな
げるとともに、行政、他団体との連携を深めるという方針に
基づき、各種調査、広報、会員交流事業の開催等を行ってお
ります。
　企業経営に関わる定期的な調査活動はもとより、会員相互
の親睦を深める毎年恒例のゴルフコンペ、ボウリング大会の
他、婚活イベント、企業見学研修会など、ますます多様化す
る会員の皆様のニーズにお応えすべく、異業種間でのネット
ワークづくりや相互交流の場を提供できるよう、タイムリー
な活動を展開していきたいと考えております。
　今年度も当委員会主催の行事に多数参加いただきますよう、
引き続き会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として定
期的に開催しており、調査活動におけるタイム
リーな経営課題テーマの選定や会員交流事業の
活性化などについて審議を行っております。
＜調査活動＞
　「調査活動」は、総務交流委員会が主体とな
って実施しております。毎年、賃金改定、初任
給、賞与、新卒採用等に関する調査や、その
時々の経営課題に関する調査を実施し、調査結
果を報道機関に公表するとともに会員の皆さま
に機関誌やホームページを利用して、有用でタ
イムリーな情報提供を行っております。
＜事業活動＞
　「会員交流事業」として、９月にゴルフコン
ペ、11月にボウリング大会を実施いたします。
また、婚活支援事業を12月に実施する予定です。
他委員会との合同開催も考慮して企業見学研修
会を開催する予定です。

教育委員会

　　　　　委員長　松原　隆光
　　　　　　　　　

　当委員会は、企業環境の変化に対応して、人材育成や企業
内教育の諸課題について幅広く調査研究し、会員企業の社員
教育、社員の資質向上の一助とし、会員企業の発展に貢献す
ることを目的としております。
　人手不足が深刻化し、働きやすい職場環境を整備すること
が企業に求められている中、さらなる労働生産性向上に取り
組む必要があります。
　そこで、委員会活動としては「教育制度見学会」や「勉強
会」、 「講座・セミナー検討会」などを通じて人材育成に関す
る幅広い情報交換と研究を行いたいと考えております。また、
「階層別研修」をはじめ「職能別研修」など時宜に適したテ
ーマ・内容でより効果の高い研修を企画実施し、会員企業の
皆様の継続的な発展に寄与していきたいと考えております。
　皆様のご参加、ご協力をお願いいたします。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　定例委員会を６月・８月・12月・２月の年４
回開催しております。６月と２月は「教育制度
見学会」を、８月と12月は「社内講師養成」お
よび「業務効率化」に関する「勉強会」を定例
委員会と合わせて実施する予定です。
＜研究部会活動＞
　「講座・セミナー検討会」として、2018年度
実施する階層別研修に部会員が実際に参加し、
問題点・課題点を見つけ出し改善することで、
今後の階層別研修のさらなる充実を図ります。
＜事業活動＞
　階層別研修を11講座、職能別研修を12講座開
催します。特に新設講座として「若手社員実践
コース」「職場リーダー基本コース」「ビジネ
ス・ファシリテーター養成講座」「働き方改革
を推進する業務仕組み化セミナー」と、時宜に
適したテーマ・内容で開催いたします。

品質管理委員会

　　　　　委員長　谷川　正人
　　　　　　　

　当委員会の目的は、企業における「顧客・品質第一」を核
にした品質経営・品質管理活動の研究や基本となる考え方・
科学的管理手法などを普及・浸透することより、会員企業の
発展に貢献することです。
　グローバル化が進展し、産業構造変化や技術革新競争が加
速する中、「何を守り、何を変えるべきか」を明確にして、
品質経営に取り組む必要があります。
　委員会活動としては、「委員相互の情報・経験交流」、
「品質管理の基礎や考え方を内・外から学ぶ活動」を通して、
会員企業各社の品質経営における問題・課題の本質をとらえ、
実効性のある活動を推進し、少しでも自社の体質強化に役立
ててもらいたいと考えています。
　皆様のご参加、ご協力をお願いいたします。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として定
期的に開催しており、「品質管理の基礎や考え
方を内・外から学ぶ活動」として、委員企業見
学会、グループディスカッションを行っており
ます。
　また、品質管理活動の意識を高めるため、実
際に目で見て体感することをねらいに毎年県外
企業見学研修会を実施しております。
＜事業活動＞
　人材育成に関わる講座・セミナーを開催し、
委員の講座･セミナー担当制を実施し、委員と
講師の情報交換を行い、内容の見直しなど次回
の改善につなげております。

人事・労務政策委員会

　　　　委員長　笠井　千秋
　　　　　

　当委員会の目的は、企業における「人」の活用に関わる諸
制度・法令を研究し衆知を図るとともに、健全な労使関係を
維持し時代に即した労務政策の研究・提言により、会員企業
の経営の安定・発展に貢献することであります。
　今年度の事業活動計画については、「働き方改革関連法
案」について、今国会で法案化の帰趨が徐々に明らかになっ
てくると思われるなか、法案内容等の情報共有化を進めると
ともに、具体的な改革への取り組みについて県内先進事例の
共有とともに、行政機関等とも連携し幅広く啓蒙活動を展開
する予定です。
　また、各種講座事業および部会活動では、経営側からの視
座に立ち迅速かつ的確な情報提供を行ってまいります。
　会員企業の皆様のご参加、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として定
期的に開催しており、県や労働局等の外部団体
との情報・意見交換も行っております。
　今年度は「働き方改革」の推進に関する最新
情報の確認や情報交換・勉強会を実施するとと
もに、「人事労務に関する取り組み事例の共
有」をねらいに企業見学会も実施する予定です。
＜研究部会活動＞
・労働法関連制研究部会（年４回開催）最新の
　労働判例について、弁護士を講師に判例解説、
　意見交換を実施しております。
・メンタルヘルス部会（年３回程度開催）実務
　担当者を中心にメンタルヘルスに関する勉強
　会・意見交換会を実施しております。
＜事業活動＞　
　経営者協会で実施する人事・労務に関わる講
座・セミナーで取り上げるテーマや内容につい
て審議を行い、①人事・労務管理セミナー、②
労働法実務講座、③労務管理実務講座を開催し
ております。

（武内プレス工業株式会社
　　　　　代表取締役社長）

（株式会社タカギセイコー
　　　　　　取締役相談役）

（株式会社ピア
　　代表取締役）

（コーセル株式会社
　　代表取締役社長）
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総務交流委員会

　　　　委員長　武内　繁和
　　　　　

　総務交流委員会では、多様化する会員ニーズに対応した共
通の経営課題に関する情報交換を行い、人脈構築の場につな
げるとともに、行政、他団体との連携を深めるという方針に
基づき、各種調査、広報、会員交流事業の開催等を行ってお
ります。
　企業経営に関わる定期的な調査活動はもとより、会員相互
の親睦を深める毎年恒例のゴルフコンペ、ボウリング大会の
他、婚活イベント、企業見学研修会など、ますます多様化す
る会員の皆様のニーズにお応えすべく、異業種間でのネット
ワークづくりや相互交流の場を提供できるよう、タイムリー
な活動を展開していきたいと考えております。
　今年度も当委員会主催の行事に多数参加いただきますよう、
引き続き会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として定
期的に開催しており、調査活動におけるタイム
リーな経営課題テーマの選定や会員交流事業の
活性化などについて審議を行っております。
＜調査活動＞
　「調査活動」は、総務交流委員会が主体とな
って実施しております。毎年、賃金改定、初任
給、賞与、新卒採用等に関する調査や、その
時々の経営課題に関する調査を実施し、調査結
果を報道機関に公表するとともに会員の皆さま
に機関誌やホームページを利用して、有用でタ
イムリーな情報提供を行っております。
＜事業活動＞
　「会員交流事業」として、９月にゴルフコン
ペ、11月にボウリング大会を実施いたします。
また、婚活支援事業を12月に実施する予定です。
他委員会との合同開催も考慮して企業見学研修
会を開催する予定です。

教育委員会

　　　　　委員長　松原　隆光
　　　　　　　　　

　当委員会は、企業環境の変化に対応して、人材育成や企業
内教育の諸課題について幅広く調査研究し、会員企業の社員
教育、社員の資質向上の一助とし、会員企業の発展に貢献す
ることを目的としております。
　人手不足が深刻化し、働きやすい職場環境を整備すること
が企業に求められている中、さらなる労働生産性向上に取り
組む必要があります。
　そこで、委員会活動としては「教育制度見学会」や「勉強
会」、 「講座・セミナー検討会」などを通じて人材育成に関す
る幅広い情報交換と研究を行いたいと考えております。また、
「階層別研修」をはじめ「職能別研修」など時宜に適したテ
ーマ・内容でより効果の高い研修を企画実施し、会員企業の
皆様の継続的な発展に寄与していきたいと考えております。
　皆様のご参加、ご協力をお願いいたします。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　定例委員会を６月・８月・12月・２月の年４
回開催しております。６月と２月は「教育制度
見学会」を、８月と12月は「社内講師養成」お
よび「業務効率化」に関する「勉強会」を定例
委員会と合わせて実施する予定です。
＜研究部会活動＞
　「講座・セミナー検討会」として、2018年度
実施する階層別研修に部会員が実際に参加し、
問題点・課題点を見つけ出し改善することで、
今後の階層別研修のさらなる充実を図ります。
＜事業活動＞
　階層別研修を11講座、職能別研修を12講座開
催します。特に新設講座として「若手社員実践
コース」「職場リーダー基本コース」「ビジネ
ス・ファシリテーター養成講座」「働き方改革
を推進する業務仕組み化セミナー」と、時宜に
適したテーマ・内容で開催いたします。

品質管理委員会

　　　　　委員長　谷川　正人
　　　　　　　

　当委員会の目的は、企業における「顧客・品質第一」を核
にした品質経営・品質管理活動の研究や基本となる考え方・
科学的管理手法などを普及・浸透することより、会員企業の
発展に貢献することです。
　グローバル化が進展し、産業構造変化や技術革新競争が加
速する中、「何を守り、何を変えるべきか」を明確にして、
品質経営に取り組む必要があります。
　委員会活動としては、「委員相互の情報・経験交流」、
「品質管理の基礎や考え方を内・外から学ぶ活動」を通して、
会員企業各社の品質経営における問題・課題の本質をとらえ、
実効性のある活動を推進し、少しでも自社の体質強化に役立
ててもらいたいと考えています。
　皆様のご参加、ご協力をお願いいたします。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として定
期的に開催しており、「品質管理の基礎や考え
方を内・外から学ぶ活動」として、委員企業見
学会、グループディスカッションを行っており
ます。
　また、品質管理活動の意識を高めるため、実
際に目で見て体感することをねらいに毎年県外
企業見学研修会を実施しております。
＜事業活動＞
　人材育成に関わる講座・セミナーを開催し、
委員の講座･セミナー担当制を実施し、委員と
講師の情報交換を行い、内容の見直しなど次回
の改善につなげております。

人事・労務政策委員会

　　　　委員長　笠井　千秋
　　　　　

　当委員会の目的は、企業における「人」の活用に関わる諸
制度・法令を研究し衆知を図るとともに、健全な労使関係を
維持し時代に即した労務政策の研究・提言により、会員企業
の経営の安定・発展に貢献することであります。
　今年度の事業活動計画については、「働き方改革関連法
案」について、今国会で法案化の帰趨が徐々に明らかになっ
てくると思われるなか、法案内容等の情報共有化を進めると
ともに、具体的な改革への取り組みについて県内先進事例の
共有とともに、行政機関等とも連携し幅広く啓蒙活動を展開
する予定です。
　また、各種講座事業および部会活動では、経営側からの視
座に立ち迅速かつ的確な情報提供を行ってまいります。
　会員企業の皆様のご参加、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として定
期的に開催しており、県や労働局等の外部団体
との情報・意見交換も行っております。
　今年度は「働き方改革」の推進に関する最新
情報の確認や情報交換・勉強会を実施するとと
もに、「人事労務に関する取り組み事例の共
有」をねらいに企業見学会も実施する予定です。
＜研究部会活動＞
・労働法関連制研究部会（年４回開催）最新の
　労働判例について、弁護士を講師に判例解説、
　意見交換を実施しております。
・メンタルヘルス部会（年３回程度開催）実務
　担当者を中心にメンタルヘルスに関する勉強
　会・意見交換会を実施しております。
＜事業活動＞　
　経営者協会で実施する人事・労務に関わる講
座・セミナーで取り上げるテーマや内容につい
て審議を行い、①人事・労務管理セミナー、②
労働法実務講座、③労務管理実務講座を開催し
ております。

（武内プレス工業株式会社
　　　　　代表取締役社長）

（株式会社タカギセイコー
　　　　　　取締役相談役）

（株式会社ピア
　　代表取締役）

（コーセル株式会社
　　代表取締役社長）

2018年度 委員会活動紹介



富山経協：2018年4月号8 富山経協：2018年4月号 9

労 働 指 標

出典：とやま統計ワールド「毎月勤労統計調査 地方調査月報」http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/maikin/index.html

労働時間の動き

■労働市場指標の推移 

出典：富山労働局「労働市場月報」http://toyama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/jirei_toukei/shokugyou_shoukai/toukei.html

■賃金・労働時間の動き（調査産業計、事業所規模：５人以上）    
賃金の動き

有効求職者数（富山県）
有効求人数（富山県）

有効求人倍率（富山県）
　　 〃　　　（全　国）
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環境委員会

　　　　　委員長　矢野　　茂
　　　　　　　

　当委員会の目的は、活動を通じて、持続可能な循環型社会
を目指し、かけがえのない地球環境を次世代へ引き継ぐとと
もに、事業活動による環境負荷を極力削減し、環境保全と安
定的経済社会の両立を図ることであります。
　前年度は、環境に関する講演会や企業見学会を実施し、新
しい知識の習得や各企業の環境への取組みについて学びまし
た。また環境保全活動としてオイスカ富山県支部の森づくり
ボランティア活動に参加し、植樹と下草刈りを実施しました。
　今年度も、行政による環境施策や地球温暖化対策等の環境
問題に関する情報提供、環境保全活動の実践、企業見学会の
実施など、皆様の環境対策に役立つ活動を行ってまいりたい
と考えております。
　皆様のご参加、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

【活動概要】
＜定例委員会＞
　委員相互の情報交換・経験交流の場として、
定期的に開催しており、行政による環境施策や
地球温暖化対策等の環境問題に関する情報提供
を行っております。
　また、他社の活動を見て学ぶ県内・県外企業
見学研修会の実施、地球環境を次世代へ引き継
ぐための環境保全活動に参加をしております。
＜事業活動＞
　講座・セミナーとして、自社の「環境マネジ
メントシステム」を公正かつ客観的に評価でき
る内部環境監査員の養成を目的に、
内部監査員養成講座」を開催いたします。

経営企画・ＩＴ委員会

　　　　　委員長　牧野　賢藏
　　　　　　

　当委員会は、「経営者・経営層を対象とした経営課題に関
しての研究・調査を行いその成果を情報発信するとともに、
経営理念や方針等を社員に浸透させる取り組みや仕掛けにつ
いての勉強会・見学会を企画実施すること」と、「企業経営
環境の変化に対応し広く企業経営に関する重要課題を委員会
で議論・意見交換し、その中で浮かび上がった緊急課題は理
事会に提言し協会の政策立案につなげる」ことを活動目的と
しております。
　2018年度は「人口減少時代における現場力向上と人づく
をテーマに、経営課題についての研究・調査活動、およびそ
の成果の情報発信や行政・他団体とも連携した施策の実施や
支援など、会員企業のみなさまの発展に貢献できるように取

り組んでまいりますので、皆さまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

【活動概要】
　経営者の役割に特化した経営課題をテーマに
研究・調査活動について審議・検討を行い、議
論の中で浮かび上がった緊急課題については理
事会に提言し、協会の政策立案につなげており
ます。その上で、総会や地区会員懇談会におけ
る講演会等の企画・実施を行っております。
　理事会の諮問を受け、特命事項について事前
にテーマを設定し、定例委員会での情報交換を
行っております。
　また、ＩＴインフラ部会においては、企業の
生産性向上にむけ、経営の切り口からＩＴ活用
について調査・研究を行っているほか、参加企
業間でのＩＴ活用や情報セキュリティのあり方
等について情報交換を行っております。

事務局まで TEL　
Ｅメール info@toyama-keikyo.jp
（076）421-9588

（北陸電力株式会社
　代表取締役副社長）

（株式会社インテック
　　　　常務執行役員）

委員会活動についてのお問い合わせは

「ISO14001

り」
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労 働 指 標

出典：とやま統計ワールド「毎月勤労統計調査 地方調査月報」http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/maikin/index.html

労働時間の動き

■労働市場指標の推移 

出典：富山労働局「労働市場月報」http://toyama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/jirei_toukei/shokugyou_shoukai/toukei.html

■賃金・労働時間の動き（調査産業計、事業所規模：５人以上）    
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る講演会等の企画・実施を行っております。
　理事会の諮問を受け、特命事項について事前
にテーマを設定し、定例委員会での情報交換を
行っております。
　また、ＩＴインフラ部会においては、企業の
生産性向上にむけ、経営の切り口からＩＴ活用
について調査・研究を行っているほか、参加企
業間でのＩＴ活用や情報セキュリティのあり方
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（図表１） 新卒者の採用動向

（表２） 2019年度業種別採用予定状況
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（１）2018年4月採用実績 
　全産業・全学歴計でみると、2017年4月（ ’17/4）の
2,330人に対して‘18/4は2,551人で221人増加（+9.5
％）となった。
　産業別でみると、製造業では ’17/4の1,220人に対し
て ’18/4が1,287人で67人増加（+5.5％）した。また、
非製造業でも ’17/4の1,110人に対して ’18/4が1,264人
で154人増加（+13.9％）となった。 
　次に学歴別にみると、大学院卒が 

すべての学歴で増加している。増加数が最も多かった
のが大学卒で114人（1,088人から1,202人、+10.5％）、
増加率が最も高かったのが高校卒で13.7％（747人か
ら849人、102人増）であった。 　　 

（２）2019年4月採用予定 
　 ’19/4の採用予定数について、具体的数値で回答が
あった156社の合計は1,795人で、同じ156社の ’18/4の
採用実績1,455人に対して340人増（+23.4％）となっ
ている。また、’19/4の採用予定者数を未定としてい
る企業が76社（ ’18/4の採用実績1,096人）あり、これ
らの企業についても同様に増加が期待される。 
　産業別でみると、製造業では ’19/4の採用予定者数
について具体的数値で回答があった79社の合計は952
人であり、同じ79社の ’18/4の採用実績792人に対して
160人増（+20.2％）の見込みとなっている。業種別で
は「電子・電気機械器具製造業」（224人）、「汎用・生
産機械器具製造業」（172人）等が多くなっている。 
　また、非製造業でも、’19/4の採用予定者数につい
て具体的数値で回答があった77社の合計は843人であ
り、同じ77社の ’18/4の採用実績663人に対して180人増
（+27.1％）の見込みとなっている。業種別では「金
融・保険業」（227人）、「卸・小売」（226人）、「建設業」
（186人）等 が多くなっている。      （図表１、表２）

１． 新卒者の採用状況

（図表３） 中途採用動向

２．中途採用の状況

232社中192社（82.8％）であった。 ’17年中の採用
実績は3,895人となっている。
 　また、中途採用者のうち正社員として採用され
ているのは、3,895人中1,520人（39.0％）であった。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図表３）

　当協会では標記調査結果をまとめた。2018年4月（ ’18/4）新卒者

の採用実績は、全産業では前年比9.5％の増加となった。産業別の

内訳は、製造業が5.5％、非製造業が13.9％の増加となっている。 

　また、2019年4月（ ’19/4）の採用予定数は、具体的数値で回答が

あった企業で見ると、全産業では ’18/4の採用実績に対して23.4％

の増加となり、産業別では、製造業が20.2％、非製造業が27.1％の

増加の見込みとなっている。 

〔調査対象企業等〕
　回答は232社からいただい
た（回収率47.2％）。内訳は
製造業119社、非製造業113
社である。この調査は1995
年より毎年行っているもので、
今回は24回目となる。

前年比9.5％増加、製造業は5.5％増、非製造業13.9％増

　　　　　　2019年4月採用も増加の見込み
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（図表１） 新卒者の採用動向

（表２） 2019年度業種別採用予定状況
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採用実績1,455人に対して340人増（+23.4％）となっ
ている。また、’19/4の採用予定者数を未定としてい
る企業が76社（ ’18/4の採用実績1,096人）あり、これ
らの企業についても同様に増加が期待される。 
　産業別でみると、製造業では ’19/4の採用予定者数
について具体的数値で回答があった79社の合計は952
人であり、同じ79社の ’18/4の採用実績792人に対して
160人増（+20.2％）の見込みとなっている。業種別で
は「電子・電気機械器具製造業」（224人）、「汎用・生
産機械器具製造業」（172人）等が多くなっている。 
　また、非製造業でも、’19/4の採用予定者数につい
て具体的数値で回答があった77社の合計は843人であ
り、同じ77社の ’18/4の採用実績663人に対して180人増
（+27.1％）の見込みとなっている。業種別では「金
融・保険業」（227人）、「卸・小売」（226人）、「建設業」
（186人）等 が多くなっている。      （図表１、表２）

１． 新卒者の採用状況

（図表３） 中途採用動向

２．中途採用の状況

232社中192社（82.8％）であった。 ’17年中の採用
実績は3,895人となっている。
 　また、中途採用者のうち正社員として採用され
ているのは、3,895人中1,520人（39.0％）であった。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図表３）

　当協会では標記調査結果をまとめた。2018年4月（ ’18/4）新卒者

の採用実績は、全産業では前年比9.5％の増加となった。産業別の

内訳は、製造業が5.5％、非製造業が13.9％の増加となっている。 

　また、2019年4月（ ’19/4）の採用予定数は、具体的数値で回答が

あった企業で見ると、全産業では ’18/4の採用実績に対して23.4％

の増加となり、産業別では、製造業が20.2％、非製造業が27.1％の

増加の見込みとなっている。 

〔調査対象企業等〕
　回答は232社からいただい
た（回収率47.2％）。内訳は
製造業119社、非製造業113
社である。この調査は1995
年より毎年行っているもので、
今回は24回目となる。

前年比9.5％増加、製造業は5.5％増、非製造業13.9％増

　　　　　　2019年4月採用も増加の見込み
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 ’17年中（1～12月）に中途採用を行った企業は、

’17/4の268人から
 ’18/4の255人（13人減、▲4.9％）と減少した以外は、

 （図表１）
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1947（昭和22）年4月
富山市草島134-10
3,000万円
印刷業
47名（2018年3月現在）
http://www.knpkk.co.jp

北日本印刷株式会社

会社概要

昨年、創業70年を迎えられまし
た。沿革を教えて下さい。
　1947年に北日本新聞社の一角を
間借りして創業しました。活版印
刷がまだまだ主流だった1966年、
全国に先駆けて写真植字（写植）
システムを導入し、全国から視察
訪問があったと聞いています。カ
ラー化、デジタル化が進む2003年
には、北陸地区で最初の全自動８
色両面印刷機を導入し、短納期に
も対応できるようにしました。

　一方で環境対応でも、2001年に
環境管理の国際認証ISO14001を
取得。2011年には水なし印刷シス
テムを導入しました。通常の印刷
で必要な「湿し水」と呼ばれるア
ルカリ水を使用しないため、環境
にも社員の身体にも負荷がかかり
ません。また、水を使わないので
紙が伸びず、ズレのない高品質な
印刷が実現できます。
　2012年に導入したＵＶ印刷機は
紫外線を照射することで速乾する

特殊インキを使用し、印刷物の乾
燥時間がなくなりました。

常に最新の技術を取り入れ、環境
負荷低減にも積極的ですね。
　良い品質を求めて、まずはやっ
てみようということです。印刷機
やインキのメーカーさんと一緒に
技術開発することで、技術の蓄積
になります。将来的に他社が同じ
設備を導入しても、ニーズによっ
て技術を使い分け、お客様の思い
を形にすることで、選ばれる印刷
会社であり続けたいと思っていま
す。また、社員が自由闊達に、誇
りを持って働くことのできる会社
でありたいと思っています。
現在の課題は何ですか。
　以前、活字は印刷会社だけのも
のでしたが、パソコンや複合機の
普及で簡単なものは個人でできる
ようになりました。また、写真館
がカレンダーを作っているように、
業界の垣根もなくなってきました。
　最盛期は９兆円だった印刷業界
の市場規模は、現在４兆円台と言
われています。価格競争が激しく
なる中で、これまでの受注産業か
ら変わらなくてはいけません。
具体的にどのような事でしょう。
　２年前に社長直轄の「ＳＰ（ソ
ーシャル・プランニング）セクシ
ョン」を作りました。「印刷の仕
事はありませんか」という従来の
営業ではなく、お客様の製品やサ
ービスに対して、パッケージやノ
ベルティグッズなど、新しい提案
をしていこうという部署です。
　「情報メディア企業として、あ
らゆる領域の『より効果的なコミ
ュニケーションづくり』をお手伝
いしていくことで、豊かな文化生
活と社会の発展に貢献する」とい

う企業理念の通り、色々な業種と
関わりのある印刷会社の視点から、
お客様の商品やサービスを社会に
広めることができるのではないか
と考えます。営業マンにも、お客
様の思いをキャッチし、新たな発
想で企画提案、商品開発にチャレ
ンジしていこうと言っています。
　他にも自社開発商品として、
「おもしろい富山弁」を印刷した
缶バッジやクリアケースなどを作
り、北陸自動車道の有磯海サービ
スエリアでお土産品として販売して
います。
新たな広がりですね。
　最近はイベントや展示会に積極
的に出展しています。富山マラソ
ンには第１回からスポンサーとし
て協賛し、イベントスペースでＰ
Ｒしていますし、金融機関のビジ
ネス展示会や福祉関連のイベント
にも参加しました。
　色々な人と出会って、情報交換
する中から、新しい展開に繋げる
ことと、営業マンが初対面の人か
ら話を聞き出すスキルを身につけ
ることも狙っています。何より私
自身ワクワクしています。

人材育成についてどのようにお考
えですか。
　社長に就いてすぐに、全社員と
個別面談をしました。率直な考え
や意外な一面を知ることができる
良い機会で、その後も４回実施し
ています。その中で、組合からの
要望で、定期的に社内巡回を行う
ようになりました。
　また、部署ごとに意識のズレを
感じましたので、全体会議も毎年
開いています。会社の課題をいく
つか与えて、丸一日かけてセクシ
ョンごと、幹部ごと、全体で、議

論し合って考えています。本音を
出し合い、社員同士がコミュニケ
ーションをとってお互いの考え方
を理解し、それぞれの成長にも繋
げたいと思っています。
　個々の人材教育に関しては、小
さい会社では限度があるので、業
界関連団体や経営者協会の社員研
修などを利用しています。
女性の登用はいかがですか。
　全社員47名のうち女性は23名で
ほぼ半数、そのうち６名が主任以
上の役職に就いています。女性比
率は同業の中でも多い方だと思い
ますが、管理職となると、打診し
ても辞退される場合があり、今後
の課題です。
昨年12月、とやま健康経営シン
ポジウムで県から「健康づくり企
業大賞」を受けられました。
　健康保険委員をしていたことも
あり、社員の健康の大切さを実感
しており、健康は将来的に働きが
いのある職場に繋がります。一人
一人健康に対する意識が違うので、
会社が率先して意識づけしなけれ
ばいけないと思っています。
　特定保健指導の100％実施、階
段には消費カロリーステッカーを
貼り、マラソン大会やウォーキン
グイベントへの参加を推奨してい
ます。また、朝礼時には激励する
「ペップトーク」を行っています。

　一昨年、協会けんぽの「健康企
業宣言」のステップ１認定を受け、
続けて昨年、経済産業省と日本健
康会議による「健康経営優良法
人」に中小規模部門で県内初の認
定を受けました。
少子化による人手不足が進み、健
康で働ける人材がますます重要に
なってきます。
　当社でも今年70歳になる社員が
生き生きと仕事をしています。昔
ながらのダジャレも職場を和らげ
てくれています。
座右の銘は。

略　歴

1953（昭和28）年5月生まれ。射水市出身。
1972年高岡商業高校卒業後、北日本印
刷㈱入社。総務課長、総務経理部部長
などを経て、2006年取締役経営管理部
長、2009年６月から代表取締役社長。
富山県印刷工業組合富山支部長。

氏

健康経営で
　　働きがいのある職場
新領域へ拡大目指し提案型へ

北日本印刷株式会社
代表取締役社長

川 口  秀 春

：
：
：
：
：
：

やり続けることで成就する。そう
いう気持ちでやっています。まず
行動しないと何も始まりません。

　「為せば成る」。困難があっても、

－技術力と提案力を磨く－

－会社が率先して健康づくり－



富山経協：2018年4月号12 富山経協：2018年4月号 13

T ITop Interview

創 業
所 在 地
資本金
事業内容
従業員数
Ｕ Ｒ Ｌ

1947（昭和22）年4月
富山市草島134-10
3,000万円
印刷業
47名（2018年3月現在）
http://www.knpkk.co.jp

北日本印刷株式会社

会社概要

昨年、創業70年を迎えられまし
た。沿革を教えて下さい。
　1947年に北日本新聞社の一角を
間借りして創業しました。活版印
刷がまだまだ主流だった1966年、
全国に先駆けて写真植字（写植）
システムを導入し、全国から視察
訪問があったと聞いています。カ
ラー化、デジタル化が進む2003年
には、北陸地区で最初の全自動８
色両面印刷機を導入し、短納期に
も対応できるようにしました。

　一方で環境対応でも、2001年に
環境管理の国際認証ISO14001を
取得。2011年には水なし印刷シス
テムを導入しました。通常の印刷
で必要な「湿し水」と呼ばれるア
ルカリ水を使用しないため、環境
にも社員の身体にも負荷がかかり
ません。また、水を使わないので
紙が伸びず、ズレのない高品質な
印刷が実現できます。
　2012年に導入したＵＶ印刷機は
紫外線を照射することで速乾する

特殊インキを使用し、印刷物の乾
燥時間がなくなりました。

常に最新の技術を取り入れ、環境
負荷低減にも積極的ですね。
　良い品質を求めて、まずはやっ
てみようということです。印刷機
やインキのメーカーさんと一緒に
技術開発することで、技術の蓄積
になります。将来的に他社が同じ
設備を導入しても、ニーズによっ
て技術を使い分け、お客様の思い
を形にすることで、選ばれる印刷
会社であり続けたいと思っていま
す。また、社員が自由闊達に、誇
りを持って働くことのできる会社
でありたいと思っています。
現在の課題は何ですか。
　以前、活字は印刷会社だけのも
のでしたが、パソコンや複合機の
普及で簡単なものは個人でできる
ようになりました。また、写真館
がカレンダーを作っているように、
業界の垣根もなくなってきました。
　最盛期は９兆円だった印刷業界
の市場規模は、現在４兆円台と言
われています。価格競争が激しく
なる中で、これまでの受注産業か
ら変わらなくてはいけません。
具体的にどのような事でしょう。
　２年前に社長直轄の「ＳＰ（ソ
ーシャル・プランニング）セクシ
ョン」を作りました。「印刷の仕
事はありませんか」という従来の
営業ではなく、お客様の製品やサ
ービスに対して、パッケージやノ
ベルティグッズなど、新しい提案
をしていこうという部署です。
　「情報メディア企業として、あ
らゆる領域の『より効果的なコミ
ュニケーションづくり』をお手伝
いしていくことで、豊かな文化生
活と社会の発展に貢献する」とい

う企業理念の通り、色々な業種と
関わりのある印刷会社の視点から、
お客様の商品やサービスを社会に
広めることができるのではないか
と考えます。営業マンにも、お客
様の思いをキャッチし、新たな発
想で企画提案、商品開発にチャレ
ンジしていこうと言っています。
　他にも自社開発商品として、
「おもしろい富山弁」を印刷した
缶バッジやクリアケースなどを作
り、北陸自動車道の有磯海サービ
スエリアでお土産品として販売して
います。
新たな広がりですね。
　最近はイベントや展示会に積極
的に出展しています。富山マラソ
ンには第１回からスポンサーとし
て協賛し、イベントスペースでＰ
Ｒしていますし、金融機関のビジ
ネス展示会や福祉関連のイベント
にも参加しました。
　色々な人と出会って、情報交換
する中から、新しい展開に繋げる
ことと、営業マンが初対面の人か
ら話を聞き出すスキルを身につけ
ることも狙っています。何より私
自身ワクワクしています。

人材育成についてどのようにお考
えですか。
　社長に就いてすぐに、全社員と
個別面談をしました。率直な考え
や意外な一面を知ることができる
良い機会で、その後も４回実施し
ています。その中で、組合からの
要望で、定期的に社内巡回を行う
ようになりました。
　また、部署ごとに意識のズレを
感じましたので、全体会議も毎年
開いています。会社の課題をいく
つか与えて、丸一日かけてセクシ
ョンごと、幹部ごと、全体で、議

論し合って考えています。本音を
出し合い、社員同士がコミュニケ
ーションをとってお互いの考え方
を理解し、それぞれの成長にも繋
げたいと思っています。
　個々の人材教育に関しては、小
さい会社では限度があるので、業
界関連団体や経営者協会の社員研
修などを利用しています。
女性の登用はいかがですか。
　全社員47名のうち女性は23名で
ほぼ半数、そのうち６名が主任以
上の役職に就いています。女性比
率は同業の中でも多い方だと思い
ますが、管理職となると、打診し
ても辞退される場合があり、今後
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昨年12月、とやま健康経営シン
ポジウムで県から「健康づくり企
業大賞」を受けられました。
　健康保険委員をしていたことも
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いのある職場に繋がります。一人
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会社が率先して意識づけしなけれ
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　特定保健指導の100％実施、階
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貼り、マラソン大会やウォーキン
グイベントへの参加を推奨してい
ます。また、朝礼時には激励する
「ペップトーク」を行っています。
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業宣言」のステップ１認定を受け、
続けて昨年、経済産業省と日本健
康会議による「健康経営優良法
人」に中小規模部門で県内初の認
定を受けました。
少子化による人手不足が進み、健
康で働ける人材がますます重要に
なってきます。
　当社でも今年70歳になる社員が
生き生きと仕事をしています。昔
ながらのダジャレも職場を和らげ
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　連合富山と富山県経営者協会との懇談会が３月２
日（金）、富山電気ビル４階で開催された。当協会か
らは金岡会長はじめ、武内、笠井、三鍋副会長、人
事・労務政策委員会の寺拝、片野副委員長、宮崎専
務理事の７名が、連合富山からは辻会長はじめ12名
が出席した。
　懇談に先立ち、辻会長から金岡会長へ定期昇給相
当分を含めて４％程度の賃上げと労働者の立場にた
った働き方およびワーク・ライフ・バランスの実現
など、５項目を盛り込んだ要請書が手渡された。
　要請書では、すでに超少子高齢化・人口減少社会
による人口動態の変化や技術革新によって生活や
「働くこと」に対するマインドが変化し、ようやく
「働き方改革」が社会全体で課題として認識されつ
つあるが、「働き方」は産業・企業・職場によって
様々である。「健全な労使関係にもとづいた取り組
みが、勤労者、企業、社会を豊かにしていく」とい
う労使機能の重要性を「働き方」の見直しを通じて
改めて社会に発信していくものとし、それらの背景
を踏まえ
　

の５項目について要請するとしている。

　さらに辻会長は、「労使が職場の課題に真摯に向
き合い取り組みを展開することで社会全体を豊かに
することが春季生活闘争の役割であり使命であるも
のと考えている」と強調した。
　これを受けて、金岡会長は「健全な労使関係を築
き上げることが人間社会の発展に繋がり、働き方改
革についても労使一体になって進めて行くことが重
要であり理解できる。その一方で賃上げの継続を求
める連合側の主張に対し、少子高齢化の時代におけ
る持続可能性という点で疑問がある。ＩｏＴ、ＡＩ
などの技術革新によって労働生産性を高め、付加価
値を分配していく視点が必要である」と挨拶をした。
　自由討議では、同一労働同一賃金の実現、中小企
業の事業承継の課題、個人消費の伸び悩み、物の値
段が上がらない経済環境で給与以外の法定保険料が
アップしている状況では月次賃金アップより雇用を
守ることを優先せざるを得ない、さらに労使が協力
して国内で生産性を上げていき労働分配率を高めて
いくことが必要であるなどの意見が出された。

理事 会

幹事 会

　３月２日（金）17時30分から富山電気ビル４階７号室
で、金岡会長はじめ副会長５名、専務理事、監事２名が
出席して「理事会」を開催した。
　議案（1）2018年度事業方針承認の件、（2）2018年度暫定
予算承認の件、（3）新会員５社の承認の件、（4）職務権限規
程承認の件について審議し、承認された。

　３月２日（金）16時30分から富山電気ビル５階中ホ
ールで、57名が出席して「幹事会」を開催した。金
岡会長の挨拶の後、下記の報告を行った。
■ 2017年度事業報告と2018年度予算案報告
（１）2017年度事業報告
　定時総会は５月22日に開催し、2016年度事業報
告・財務諸表、県に提出する公益目的支出計画実施
報告書、2017年度事業計画・損益予算、理事および
監事選任について審議し承認された。
　理事会は４、５、３月の３回と、書面理事会を３
回開催した。
　会員懇談会は、７月に西部地区、９月に富山地区、
11月に東部地区と３回開催し、経済５団体による新
春互礼会は１月４日に開催した。
　広報調査活動としては、機関誌は新春号を加え７
回発行した。講演録は総会、地区会員懇談会での講
演をまとめ小冊子やホームページに掲載した。定期
調査は７件、経営課題調査は２回実施した。
　委員会活動について、武内総務交流委員会委員長、
笠井人事・労務政策委員会委員長、松原教育委員会
委員長、谷川品質管理委員会委員長、矢野環境委員
会委員長、牧野経営企画・ＩＴ委員会委員長より報
告があった。
（２）2017年度収支見通し報告
　受取り会費は会員増により約51.5百万円、事業収益

は講座・セミナーおよびオーダーメイド研修の増加
により約45.2百万円、雑収益は約1.3百万円となり、
経常収益は約98.1百万円を見込んでいる。これは、予
算に対して約4.6百万円の増となる。一方、経常費用
は98.6百万円で、予算に対して約1.3百万円の増となる。
　この結果、評価損益等調整前当期経常増減額見込
みは、予算に対して約3.3百万円の収支改善となる見
込み。
（３）2018年度暫定予算案報告
　受取り会費は約52.1百万円、事業収益は約41.4百万
円、雑収益は約0.8百万円とし、約94.3百万円の予算
とした。一方、経常費用は約100.2百万円とした。こ
の結果、評価損益等調整前当期経常増減額はマイナ
ス5.8百万円となる。
　以上３議案について報告された。
■ 教育委員会研究部会報告
　教育委員会研究部会が２
ヵ年にわたり取り組んだテ
ーマ「富山県経営者協会の
階層別研修の研究」につい
て、㈱品川グループ本社 経
営企画部長の近江副部会長、㈱スギノマシン 管理部
総務・人事グループ リーダーの山口副部会長の２氏
が報告した。
　「人材育成体系図の見直し」「若手層・中堅層の
階層別研修の強化」など、活動の成果を発表した。

連 合 と の 懇 談 会

事業活動報告

① 賃上げの要求（定期昇給含め４％程度）
② すべての労働者の立場にたった働き方の実現
③ ワーク・ライフ・バランスの実現
④ 法定最低賃金の引き上げ
⑤ 公正取引の実現
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　連合富山と富山県経営者協会との懇談会が３月２
日（金）、富山電気ビル４階で開催された。当協会か
らは金岡会長はじめ、武内、笠井、三鍋副会長、人
事・労務政策委員会の寺拝、片野副委員長、宮崎専
務理事の７名が、連合富山からは辻会長はじめ12名
が出席した。
　懇談に先立ち、辻会長から金岡会長へ定期昇給相
当分を含めて４％程度の賃上げと労働者の立場にた
った働き方およびワーク・ライフ・バランスの実現
など、５項目を盛り込んだ要請書が手渡された。
　要請書では、すでに超少子高齢化・人口減少社会
による人口動態の変化や技術革新によって生活や
「働くこと」に対するマインドが変化し、ようやく
「働き方改革」が社会全体で課題として認識されつ
つあるが、「働き方」は産業・企業・職場によって
様々である。「健全な労使関係にもとづいた取り組
みが、勤労者、企業、社会を豊かにしていく」とい
う労使機能の重要性を「働き方」の見直しを通じて
改めて社会に発信していくものとし、それらの背景
を踏まえ
　

の５項目について要請するとしている。

　さらに辻会長は、「労使が職場の課題に真摯に向
き合い取り組みを展開することで社会全体を豊かに
することが春季生活闘争の役割であり使命であるも
のと考えている」と強調した。
　これを受けて、金岡会長は「健全な労使関係を築
き上げることが人間社会の発展に繋がり、働き方改
革についても労使一体になって進めて行くことが重
要であり理解できる。その一方で賃上げの継続を求
める連合側の主張に対し、少子高齢化の時代におけ
る持続可能性という点で疑問がある。ＩｏＴ、ＡＩ
などの技術革新によって労働生産性を高め、付加価
値を分配していく視点が必要である」と挨拶をした。
　自由討議では、同一労働同一賃金の実現、中小企
業の事業承継の課題、個人消費の伸び悩み、物の値
段が上がらない経済環境で給与以外の法定保険料が
アップしている状況では月次賃金アップより雇用を
守ることを優先せざるを得ない、さらに労使が協力
して国内で生産性を上げていき労働分配率を高めて
いくことが必要であるなどの意見が出された。

理事会

幹事会

　３月２日（金）17時30分から富山電気ビル４階７号室
で、金岡会長はじめ副会長５名、専務理事、監事２名が
出席して「理事会」を開催した。
　議案（1）2018年度事業方針承認の件、（2）2018年度暫定
予算承認の件、（3）新会員５社の承認の件、（4）職務権限規
程承認の件について審議し、承認された。

　３月２日（金）16時30分から富山電気ビル５階中ホ
ールで、57名が出席して「幹事会」を開催した。金
岡会長の挨拶の後、下記の報告を行った。
■ 2017年度事業報告と2018年度予算案報告
（１）2017年度事業報告
　定時総会は５月22日に開催し、2016年度事業報
告・財務諸表、県に提出する公益目的支出計画実施
報告書、2017年度事業計画・損益予算、理事および
監事選任について審議し承認された。
　理事会は４、５、３月の３回と、書面理事会を３
回開催した。
　会員懇談会は、７月に西部地区、９月に富山地区、
11月に東部地区と３回開催し、経済５団体による新
春互礼会は１月４日に開催した。
　広報調査活動としては、機関誌は新春号を加え７
回発行した。講演録は総会、地区会員懇談会での講
演をまとめ小冊子やホームページに掲載した。定期
調査は７件、経営課題調査は２回実施した。
　委員会活動について、武内総務交流委員会委員長、
笠井人事・労務政策委員会委員長、松原教育委員会
委員長、谷川品質管理委員会委員長、矢野環境委員
会委員長、牧野経営企画・ＩＴ委員会委員長より報
告があった。
（２）2017年度収支見通し報告
　受取り会費は会員増により約51.5百万円、事業収益

は講座・セミナーおよびオーダーメイド研修の増加
により約45.2百万円、雑収益は約1.3百万円となり、
経常収益は約98.1百万円を見込んでいる。これは、予
算に対して約4.6百万円の増となる。一方、経常費用
は98.6百万円で、予算に対して約1.3百万円の増となる。
　この結果、評価損益等調整前当期経常増減額見込
みは、予算に対して約3.3百万円の収支改善となる見
込み。
（３）2018年度暫定予算案報告
　受取り会費は約52.1百万円、事業収益は約41.4百万
円、雑収益は約0.8百万円とし、約94.3百万円の予算
とした。一方、経常費用は約100.2百万円とした。こ
の結果、評価損益等調整前当期経常増減額はマイナ
ス5.8百万円となる。
　以上３議案について報告された。
■ 教育委員会研究部会報告
　教育委員会研究部会が２
ヵ年にわたり取り組んだテ
ーマ「富山県経営者協会の
階層別研修の研究」につい
て、㈱品川グループ本社 経
営企画部長の近江副部会長、㈱スギノマシン 管理部
総務・人事グループ リーダーの山口副部会長の２氏
が報告した。
　「人材育成体系図の見直し」「若手層・中堅層の
階層別研修の強化」など、活動の成果を発表した。
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② すべての労働者の立場にたった働き方の実現
③ ワーク・ライフ・バランスの実現
④ 法定最低賃金の引き上げ
⑤ 公正取引の実現
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委員会活動

品質管理委員会
■定例委員会
　２月22日（木）、谷川委員長はじ
め委員21名が出席して、朝日印刷
㈱富山工場で開催した。
　定例委員会に先立ち、委員企業
見学会を開催した。同社は医薬品
の製造管理および品質管理に関す
る基準であるＧＭＰに準拠した品
質管理システムを構築しており、
生産エリア内は完全無窓化にする

ことで機密性を高めて防虫・防塵
対策を行うなど、高品質な生産体
制を実現していた。
　定例委員会では、2018年度事業
活動計画について説明し、７月と
２月の委員会は委員企業見学会を
合わせて行うこと、９月と12月は
グループディスカッションと懇親
会を合わせて行うことなどを確認
した。また、日本科学技術連盟が

主催する「品質管理シンポジウム」
への団体会員での入会について審
議し、入会することで承認を得た。

教育委員会
■定例委員会
　２月20日（火）、松原委員長はじ
め委員21名が出席して、富山商工
会議所ビルで開催した。
　松原委員長の挨拶後、2018年度
事業活動計画について説明し、定
例委員会に合わせ、６月は教育制
度見学会をトナミ運輸㈱で開催す

ること、８月は「研修講師養成講
座」、12月は「業務効率化研修」の
勉強会を行うこと、２月は教育制
度見学会をＹＫＫ㈱で計画してい
ることを報告した。
　その後、研究部会で２年間取り
組んだテーマ「富山県経営者協会
の階層別研修の研究」について活 動発表を行った。

経営企画・ＩＴ委員会
■定例委員会
　４月５日（木）、牧野委員長はじ
め委員８名が出席して富山経協・
会議室で開催した。
　牧野委員長の挨拶後、2018年度
の事業計画について審議を行い、
協会テーマである「人口減少時代
における現場力向上と人づくり」
に基づき、①総会ならびに地区会

員懇談会の講演会は「働き方改革」
をテーマに企画する、②現場力向
上につながるオーダーメイド研
修、ものづくり現場リーダー研修
は継続して実施することが承認さ
れた。続いて「各社の働き方改革」
および「富山に若者を呼び込む（Ｕ
ＩＪターン）」についてディスカッ
ションを行った。

　次回委員会は８月３日に開催す
る。

■定例委員会
　２月22日（木）、笠井委員長はじ
め委員24名が出席して、富山商工
会議所ビルで開催した。
　笠井委員長の挨拶後、富山県イ
ンターンシップ推進センターの松
浦センター長が「県内大学等在籍
学生の県内企業定着（就職）促進」
について説明し、促進事業への参

加を呼びかけた。その後、富山国
際大学現代社会学部教授 キャリ
ア支援センター 上坂センター長
と、富山高等専門学校本郷キャン
パス 校長特別補佐 電気制御シス
テム工学科西田教授より、各校の
取り組みについて説明を受けた。
　続いて大学等のキャリア・就職
担当者11名が加わり、採用活動状

況、学生の就職活動に関するグル
ープディスカッションを行った。

人事・労務政策委員会



委員会活動

品質管理委員会
■定例委員会
　２月22日（木）、谷川委員長はじ
め委員21名が出席して、朝日印刷
㈱富山工場で開催した。
　定例委員会に先立ち、委員企業
見学会を開催した。同社は医薬品
の製造管理および品質管理に関す
る基準であるＧＭＰに準拠した品
質管理システムを構築しており、
生産エリア内は完全無窓化にする

ことで機密性を高めて防虫・防塵
対策を行うなど、高品質な生産体
制を実現していた。
　定例委員会では、2018年度事業
活動計画について説明し、７月と
２月の委員会は委員企業見学会を
合わせて行うこと、９月と12月は
グループディスカッションと懇親
会を合わせて行うことなどを確認
した。また、日本科学技術連盟が

主催する「品質管理シンポジウム」
への団体会員での入会について審
議し、入会することで承認を得た。

教育委員会
■定例委員会
　２月20日（火）、松原委員長はじ
め委員21名が出席して、富山商工
会議所ビルで開催した。
　松原委員長の挨拶後、2018年度
事業活動計画について説明し、定
例委員会に合わせ、６月は教育制
度見学会をトナミ運輸㈱で開催す

ること、８月は「研修講師養成講
座」、12月は「業務効率化研修」の
勉強会を行うこと、２月は教育制
度見学会をＹＫＫ㈱で計画してい
ることを報告した。
　その後、研究部会で２年間取り
組んだテーマ「富山県経営者協会
の階層別研修の研究」について活 動発表を行った。

経営企画・ＩＴ委員会
■定例委員会
　４月５日（木）、牧野委員長はじ
め委員８名が出席して富山経協・
会議室で開催した。
　牧野委員長の挨拶後、2018年度
の事業計画について審議を行い、
協会テーマである「人口減少時代
における現場力向上と人づくり」
に基づき、①総会ならびに地区会

員懇談会の講演会は「働き方改革」
をテーマに企画する、②現場力向
上につながるオーダーメイド研
修、ものづくり現場リーダー研修
は継続して実施することが承認さ
れた。続いて「各社の働き方改革」
および「富山に若者を呼び込む（Ｕ
ＩＪターン）」についてディスカッ
ションを行った。

　次回委員会は８月３日に開催す
る。

■定例委員会
　２月22日（木）、笠井委員長はじ
め委員24名が出席して、富山商工
会議所ビルで開催した。
　笠井委員長の挨拶後、富山県イ
ンターンシップ推進センターの松
浦センター長が「県内大学等在籍
学生の県内企業定着（就職）促進」
について説明し、促進事業への参

加を呼びかけた。その後、富山国
際大学現代社会学部教授 キャリ
ア支援センター 上坂センター長
と、富山高等専門学校本郷キャン
パス 校長特別補佐 電気制御シス
テム工学科西田教授より、各校の
取り組みについて説明を受けた。
　続いて大学等のキャリア・就職
担当者11名が加わり、採用活動状

況、学生の就職活動に関するグル
ープディスカッションを行った。

人事・労務政策委員会

講座・セミナー

階層別研修

　私はこの４月に社会人２年目を
迎えます。振り返れば、上司や先
輩の後ろで日々様々な経験を積ま
せていただきながら、あっという
間に１年が過ぎたように感じま
す。新社会人として先輩方のサ
ポートを受けながら仕事をしてき
ましたが、これからはチームの一
員として仕事に努めていきたいと
考え、講義を傾聴致しました。
　講義では、『社会人としての心
構え』として、仕事の本質は「お客
様が喜ぶ価値」にあり、お客様だ
けでなく周囲も喜び、工夫が行わ
れ続ける仕事こそが「良い仕事」で
あると知りました。また、リーダー

シップとは仕事を進めるために、
組織の活動に自ら働きかけること
であると学びました。
　私は今回の講演で、お客様が喜
ぶことこそが仕事の価値になると
気付き、これからは自分の仕事は
誰に喜んでもらえるのか、どの様
にすることで、より一層喜んでも
らえるのかを考え、仕事に努めて
まいります。また、これまでリー
ダーシップはチームリーダーに求
められる能力だと考えていました
が、リーダーシップとは主体性の
ことであり、チーム内のすべての
人間が発揮できる能力であると気
付きました。そして、それは周囲

からの信頼によってその効果が変
化すると知り、これからは業務内
だけでなく、常日頃から周囲に対
し誠実に向き合うことで信頼を築
き、リーダーシップを発揮できる
よう励んでまいります。
　『組織における自らのあり方』で
は、目的や目標を周囲と共有・連
携することで相乗効果を生み出
し、価値を創造する為に自主的に
働きかけることが重要であると知
りました。また、後輩指導力では
相手のことを尊重し、相手のため
を思って「褒める」や「叱る」という
情報提供行為が、組織として共に
成長できる人間関係を築いていく
ことを学びました。今までは自分
の中での目標を作り仕事をしてい
ましたが、これからは目標を周囲
に発信することで、より高い目的
の達成や社会に対する価値の提供
ができるよう努めてまいります。

「若手社員活性化コース」を受講して

株式会社押田建築設計事務所
第二設計室 河邉　洋人

■第２回係長・主任実践コース
　２月14日（水）・15日（木）、60名
が参加して、富山商工会議所ビル
で開催した。
　講師の（公財）日本生産性本部 
主任経営コンサルタント 澤倉光
仁郎氏は、企業や組織をとりまく
環境の変化を踏まえ、リーダー
シップとマネジメントの観点か

ら、係長・主任の位置付けと果た
すべき役割について講義した。そ
の中で、①目標達成に導く実践的
な展開方法（ＰＤＣＡ手法）、②部
下の性格等に応じた育成の考え方
やスキル、③部下育成技術として
の交流分析やコーチング技法、④
リーダーシップ発揮の要点と方法
などについて説明し、受講者はグ

ループ討議で意見交換し理解を深
めた。

■若手社員活性化コース
　３月６日（火）、52名が参加して
富山商工会議所ビルで開催した。
　本研修は入社１年～３年程度の
若手社員を対象に「自ら組織に働
きかけ、組織の活性化に貢献でき
る」人材となるための心構え・知
識・スキル、さらには後輩を指導
するための「後輩指導力」を養うこ
とをねらいに、今年度内容を新た

に企画した。
　（公財）日本生産性本部 主任経営
コンサルタントの筒井健太講師は、
仕事とは一人の才能や強みを貢献
に変えるプロセスであるとした上
で、①仕事哲学、②リーダーシッ
プ、③チーム力、④後輩指導力に
ついて、講義やグループディスカ
ッションで受講者同士の経験を共
有しながら学んだ。最後に、受講

者は本研修で学んだ事を自社で活
用するために「実践活用シート」を
作成し、個人目標を立て終了した。



講座・セミナー

階層別研修

 
　

　井上副会長が「新入社員の皆さ
んに望む」と題して講演した。
　これからの会社を担うのは君た
ちである。まずは社会人生活ス
タートにあたり、意識と生活スタ
イルを変え、仕事の意味と目的を
きちんと理解し、わからないこと
は上司や先輩に遠慮せず質問し
て、同期の仲間と励まし合い、研
鑽し合ってほしい。
　ＹＫＫ㈱創業社長 吉田忠雄の
言葉に「もう紙一枚の努力」があ
る。一生懸命に仕事をした後で、
もうあと紙一枚分の0.0何ミリと
いう、紙一枚分の厚さの努力をそ
の上に乗せる。「もうこれ以上で
きない」しかし、そこで奮起して

もう紙一枚分の努力を365日、毎
日続けることによって、結果的に
は大きな変化に繋がっていく。
　企業理念を理解して、行動規範
を守った上で、素直さやコミュニ
ケーション力、主体性を発揮し、
実際の現場に入り基礎から学び、
自分の役割が何なのかを常に意識
して、情熱と気概を持って仕事に
取り組んでほしいと講演した。
 
　
　
　筒井講師が、学校生活と社会人
生活の違いを正しく理解すること
や、新たな環境での態度や行動に
ついて説明した。
　仕事に取り組む意識として、組
織の目的と社会的責任を認識しな
ければならないとし、顧客意識、
品質意識など５つの意識と、整理、
整頓など安全の４Ｓを常に意識し
なければいけないとした。その上
で、良い仕事とは「お客さまがよ

ろこぶ仕事」「周囲がよろ
こぶ仕事」「工夫がおこな
われ続ける仕事」の３つ
であるとした。
　次にコミュニケーショ
ンを行う際の心構え、上
手なコミュニケーション
のための基本、報告・連
絡・相談の大切さと、指

示命令の受け方として、呼ばれた
らメモを取る、復唱するなどの具
体的な心構えを指導した。
 
　
　廣川講師が、社会人として必要
なマナーについて、第一印象の大
切さ、身だしなみのポイントや挨
拶の仕方などを講義した後、セル
フチェックリストによる自己診断
や受講者同士の実技訓練などを
行った。

　島崎講師が、職場での基本的な
マナー・ルールについて、会社の
ルールである服務規律を守ること
の大切さ、職場の風紀・秩序を乱
す行為は慎むことなど、企業人と
して法律に基づき守らなければな
らない職場での基本について講義
した。
 
　筒井講師が研修を総括し、受講
者は本研修で学んだことを自社で
活用するため、「実践活用シート」
を作成し終了した。

■ 2018年度 新入社員合同研修
　４月４日（水）、45社209名の新入社員が参加し、
インテック111ビル スカイホールで開催した。
　「社会人としての基本と企業人としての心構え」を
学ぶことを狙いに、（公財）日本生産性本部 主任経営
コンサルタント 筒井健太氏、㈱コトノハ 代表 廣川
奈美子氏、島崎社会保険労務士事務所 所長 島崎裕
美子氏、そして当協会 井上孝副会長の４氏が講義・
講話した。

第４部　まとめ・レポート作成

第２部　学生から社会人へ・
   職場のコミュニケーション・
  指示命令の受け方と報告の仕方

第１部
　経営者講話

第３部　社会人としてのマナー・
　職場のマナー
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購 買 管 理
■購買管理実践セミナー
　２月21日（水）、27名が参加して、
富山経協・研修室Ａで開催した。
　「求められる購買実務の方向性
とその展開」について、（公財）日
本生産性本部 主席経営コンサル
タント 藤本忠司氏は、購買・調
達部門に求められる役割は高度
化・多様化しており、単なる調達

を行うだけの部門ではなく、生産
性の向上、販売拡大に貢献する利
益貢献部門となることが期待され
ているとした上で、調達機能の評
価方法や調達改革を進める方法に
ついて、具体的な成功事例・失敗
事例を交えて解説した。講義に加
え、調達コスト削減のための適正
価格を検討するワーク等も行い、

購買・調達部門の役割の大きさを
再認識した。

■労働法実務講座（第４回）
　２月23日（金）、「働き方改革関
連法案の解説」をテーマに36名が
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労 務 管 理

■改善レベルアップセミナー
　　〈業務改善・応用編〉
　３月８日（木）、49名が参加して
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引」するための具体的ノウハウに
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いる。

　日本ＨＲ協会 ＫＡＩＺＥＮ事
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文二講師は、手間をかけず、カネ
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ついて具体的な改善事例に基づい
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共　　 通
■企業（組織）における
　情報セキュリティ基礎セミナー
　２月28日（水）、17名が参加し富
山商工会議所ビルで開催した。
　ＩＴコーディネータ富山会長の
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富山市向新庄町４丁目14番48
代表取締役　藤井　明美
1998年（平成10年）６月
3,080万円
県内　47名
総合高齢者福祉事業

■ 株式会社アポケアとやま
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

富山市黒埼643番地１
代表取締役　八橋　謙二
1998年（平成10年）５月
1,000万円
県内　13名
医薬品配置販売業

■ 株式会社サプリ
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

高岡市岩坪23－２
代表取締役社長　西　英夫
1957年（昭和32年）８月
4,875万円
県内　191名
板ガラス加工業

■ 三芝硝材株式会社
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

滑川市下梅沢1341
代表取締役　高倉　康氏
1970年（昭和45年）12月
3,000万円
県内　39名
製鋼原料販売、アルミベース
メタル製造販売

■ 豊富産業株式会社
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

高岡市石丸708番地
代表取締役　澤田　哲郎
1991年（平成３年）６月
9,000万円
県内　20名
アルミニウム二次精錬

■ テクノメタル株式会社 
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

富山市新桜町２－21 富士通ビル
（本店　神奈川県）
支店長　戸塚　健
1935年（昭和10年）６月
3,246億円
県内　45名
情報通信業・情報サービス業

■ 富士通株式会社　富山支店
所 在 地

代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

中新川郡上市町法音寺１－２
代表取締役　川合　紀子
2001年（平成13年）４月
3,000万円
県内　８名
パソコンスクール、職業訓練、
職業紹介

■ 有限会社ステップアップ
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

富山市婦中町地角600－１
代表取締役　高野　治
2011年（平成13年）12月
5,000万円
県内　30名
廃棄物機器設備の設計・設置
・保守・販売

■ 株式会社リョーシン
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

滑川市上小泉1586
代表取締役社長　法嶋　正夫
1969年（昭和44年）６月
6,000万円
県内　235名
精密金型、ダイカスト製品、
プラスチック製品製造、自動
機製作

■ 三晶技研株式会社
所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

富山市向新庄町八丁目３番45号
（本社　福井県）
取締役工場長　濱本　隆之
1961年（昭和36年）５月
9,080万円
県内　84名
アイスクリーム製造業

■ 森永北陸乳業株式会社 富山工場
所 在 地

代 表 者
設 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

新会員の紹介
（50音順）

会員の動き
（50音順）（敬称略）

表紙の花
サトザクラ‘普賢象’

普賢菩薩の乗る象に由来
　サトザクラとは、日本に野生するオオシマザ
クラを中心に、ヤマザクラやエドヒガンなどと
の交配により作られた園芸品種群の総称で、八
重咲きで花の美しいものが多く、中でも‘普賢
象’（ふげんぞう）は室町時代にすでに記録があ
るという古い品種です。
　普賢象の名前は、花の中央にある２本の雌し
べ（写真参照）が、普賢菩薩が乗っている白象
の牙を連想させることに由来します。この雌し
べは、よく見ると基部が葉のような形をしてい
ます。雌しべや雄しべ、花弁などは葉が変形し
て生じたと考えられており、それを裏付けるの
が普賢象の雌しべです。
花は塩漬けの原料に
　普賢象の花はソメイヨシノが散った後の４月

下旬に最盛期を迎え、はじめ淡紅色をしていま
すが、次第に白色に変わっていき、散り際には
中心部が赤味を帯びます。花は大型で直径４～
５㎝になり、花弁の数は30～40枚あります。

んざん、せきやま）と共に、桜の花の塩漬けの
原料にされます。塩漬けを作る方法はいろいろ
ありますが、手軽にできるのは、花が５分程度
に開いた時に花柄の根元から摘み取り、萼を取
り除き、軽く水洗いして水気を取り、花の20％
の塩と梅酢で３日ほど塩漬けした後、陰干しし
て粗塩をまぶして保存します。桜守（さくらも
り）として著名な佐野藤右
衛門氏は、著書で「塩漬け
は普賢象が一番」と述べて
おられます。

（富山県中央植物園 中田政司）

花の拡大▶�

　同じサトザクラで花色が濃い品種‘関山’（か

■ 代表者の変更
株式会社 岡部
　代表取締役社長　岡部　竜一（前：稲積欣治）
共栄火災海上保険株式会社 富山支店
　支店長　　　　　藤　　保美（前：松原康雄）
十全化学株式会社
　取締役社長　　　廣田　大輔（前：宇川敏夫）
株式会社 スカイインテック
　代表取締役社長　佐野　　洋（前：今井喜義）
株式会社 大和　富山店
　店長　　　　　　中﨑　俊也（前：岡本志郎）
東洋紡株式会社 富山事業所
　事業所長　　　　川本　和雄（前：吉川雅敏）
株式会社 富山アメニティシステム
　代表取締役社長　関口　真弘（前：須河宗昭）
にいかわ信用金庫
　理事長　　　　　岸　　和雄（前：小林茂太）
日産化学工業株式会社 富山工場
　執行役員工場長　西田　雄二（前：岩田武史）
株式会社 ヒスコム
　代表取締役社長　加藤　德治（前：清水淳正）
株式会社 日立国際電気 富山事業所
　執行役 電子機械事業部 生産統括本部長
　兼 生産統括本部 量産設計本部長
　兼 富山事業所長  柳川　秀宏（前：小川雲龍）

明治安田生命保険相互会社 富山支社
　支社長　　　　　宇田　正孝（前：岡本光浩）

■ 役職位の変更
株式会社 インテック
　取締役相談役　　金岡　克己（前：取締役会長）
株式会社 新栄電設
　代表取締役会長　清田　力三（前：代表取締役社長）
東亜電工株式会社
　代表取締役会長　辻田　恵一（前：代表取締役社長）
株式会社 ニュージャパントラベル
　代表取締役社長　松田　　隆（前：代表取締役会長）
ＹＫＫ株式会社
　特別顧問　　　　井上　　孝（前：副社長 黒部地区担当 
                                                   黒部事業所長）

■ 所在地変更
アイティ経営コンサルタント株式会社
　〒930-0871　富山市下野16 富山市新産業支援センター２F
　（前：富山市高田527 富山県総合情報センター533号室）
エヌアイシ・オートテック株式会社
　〒939-8032　富山市流杉255 （前：富山市清水元町7-8）

■ ご逝去　　ご冥福をお祈りいたします。
　十全化学株式会社　取締役社長　宇川敏夫 氏
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　（前：富山市高田527 富山県総合情報センター533号室）
エヌアイシ・オートテック株式会社
　〒939-8032　富山市流杉255 （前：富山市清水元町7-8）

■ ご逝去　　ご冥福をお祈りいたします。
　十全化学株式会社　取締役社長　宇川敏夫 氏
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会

　
　
　
　議

839Vol.

サトザクラ‘普賢象’（解説・21ページ）

 ２　年度初めのご挨拶
 ３　2018年度 事業方針

 ４　2018年度 年間事業活動計画表

 ６　2018年度 委員会活動紹介

 ９　労働指標

10　調査報告
　　　　2018年4月新卒者等の採用に関する調査結果

12　Top Interview
　　　　北日本印刷　川口秀春社長

14　事業活動報告

　　 理事会、幹事会

15　連合との懇談会

16　委員会活動

17　講座・セミナー

17　参加者NOTES

20　新会員の紹介

21　会員の動き

22　おしらせ・事業予定

事　業　予　定
詳しくはホームページ（http://www.toyama-keikyo.jp/）
「講座・セミナー案内」をご覧ください。2018年4月16日～6月15日

おしらせおしらせ

23月 日（水）5 第73回  定  時  総  会
16:00～16:30　定時総会　（富山国際会議場 ２階）
16:50～18:00　講演会   
　　　　　演 題 「キリンビールの働き方改革｣（仮） 
　　　     　　　  講    師 ：  キリンホールディングス株式会社 
　　　　　　　　　　　　　　　　   取締役常務執行役員　三好　敏也 氏

18:10～19:30　懇親会      （ＡＮＡクラウンプラザホテル富山 ３階「鳳」）

一般社団法人 富山県経営者協会

（富山国際会議場 ３階メインホール）

富山国際会議場・
ANAクラウンプラザホテル富山

4月23日（月）

4月23日（月）

5月23日（水）

5月29日（火）

5月29日（火）

4月16日（月）

4月24日（火） ・ 25日（水）

5月11日（金）～12日（土）

5月15日（火） ・ 16日（水）

5月29日（火）

6月  6日（水）

6月12日（火）～13日（水）

6月13日（水）

15:00～16:00

16:30～17:30

16:30～16:35

15:00～16:20

16:30～17:00

9:30～16:30

9:30～16:30

 9:00～17:00

 9:30～16:30

9:30～16:30

 9:30～16:30

 9:00～16:30

 13:30～16:00

人事・労務政策

環　　境

環　　境

人事・労務政策

教　　育

教　　育

教　　育

教　　育

教　　育

品質管理

人事・労務政策

人事・労務政策委員会「幹事会」

理事会

理事会

環境委員会「県との情報交換」

環境委員会「定例委員会」

人事・労務管理セミナー＜第１回＞

営業力基礎セミナー

管理職マネジメント研修

職場リーダー基本コース

仕事の基本「報連相」セミナー

好印象を与えるコミュニケーション力向上セミナー

ものづくりと現場改善実践セミナー

労働法実務講座＜第１回＞

富山経協・研修室Ｂ

富山経協・研修室Ａ

富山国際会議場

富山商工会議所ビル

富山経協・研修室Ａ

富山経協・研修室Ａ

富山商工会議所ビル

富山県農業総合研修所

富山商工会議所ビル

富山商工会議所ビル

富山商工会議所ビル

インテック大山研修センター

富山商工会議所ビル

5月23日（水） 16:00～19:30 定時総会・講演会・懇親会 上記「おしらせ」参照

4月19日（木） ・ 26日（木）
5月10日（木）  9:00～17:00 品質管理入門講座<基礎編> 品質管理 富山商工会議所ビル

5月24日（木）
6月  7日（木） 9:00～17:00 実践しながら学ぶ統計的手法活用講座 品質管理 富山経協・研修室Ａ

5月16日（水） ・ 17日（木） 13:30～15:00 人事・労務政策委員会「定例委員会」 人事・労務政策 高岡高等支援学校
富山高等支援学校


